
東京理科大学・工学部電気工学科・助教

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６６０

若手研究(B)

2017～2015

マザリーズ定量的評価指標の開発と評価 －精度向上と臨床応用基盤の確立－

Development and evaluation of quantitative criteria for motherese

７０７３６３９７研究者番号：

黒田　佳織（Kuroda, Kaori）

研究期間：

１５Ｋ２１２３２

平成 年 月 日現在３０   ６ ２１

円     3,000,000

研究成果の概要（和文）：乳児に話しかける際，一般的に親はマザリーズと呼ばれる特徴的な話し方をする．マ
ザリーズの表出能力には個人差があることが明らかにされつつあり，特に産後うつに罹患している母親はマザリ
ーズの表出能力が低くなるということが研究で示されている．本研究では，マザリーズ音声の客観的定量化指標
の開発と，日本語話者の母親だけでなく，父親や外国語話者におけるマザリーズ評価指標の有効性を明らかに
し，さらにその定量化指標による評価結果と産後うつとの関連性を明らかにする．

研究成果の概要（英文）：Parents generally speak to infants by a characteristic speech that is 
referred to as motherese. It is known that there are individual differences in the expression 
ability of motherese, and the postpartum depressed mothers can’t speak the motherese well.
In this research, we develop quantitative criteria for motherese, and evaluate the motherese 
quantitative criteria for not only Japanese mothers but also fathers and foreign languages speakers.
 In addition, we clarify the relationship between the results evaluated motherese quantitative 
criteria and the postpartum depression.

研究分野：時系列解析
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１．研究開始当初の背景 
 乳児に話しかける際、母親は一般にマザ

リーズ（motherese）と呼ばれる特徴的な話

し方をする．母から乳児に向けられた話し

方(対乳児音声，IDS)は，成人に向けられた

話し方(対成人音声, ADS)に比べ，声のピッ

チが高くなる，抑揚が大きくなる，話速が

遅くなるなどの音響的特徴（マザリーズ性）

を有することが知られている．また，対乳

児音声は文化や言語を問わずに共通してみ

られる特徴であり，乳児は対成人音声より

も対乳児音声を長い時間好んで聴くことが

明らかにされている．このため，母親の対

乳児音声は母子間の愛着形成・言語習得に

おいて重要な役割を果たしていると考えら

れている．  

 その一方で，対乳児音声の表出能力には

大きな個人差があることが明らかにされつ

つある．例えば，産後うつ病や統合失調症

等の精神疾患に罹患している母親の対乳児

音声はマザリーズ性が低く，これが精神疾

患に罹患した母親と乳児の愛着形成を困難

にしている可能性が指摘されている．さら

に，養育行動との深いかかわりが指摘され

る社会性ペプチドホルモン・オキシトシン

濃度が高いほど，マザリーズ性が高い対乳

児音声を表出することができるとの報告も

ある．しかし，対乳児音声の個人差を規定

する心理的・生物学的因子に関する研究は

端緒についたばかりであり，未解明の点が

多いのが現状である． 

 

２．研究の目的 

 本研究では，親から子に向けられた音声

を定量的に評価する指標を開発し，その応

用を行う．具体的には親から子に向けられ

る音声の特徴からマザリーズ性を評価する

定量化指標を開発する．さらに開発した指

標の応用として，マザリーズ性の評価指標

と産後うつなどの精神疾患との関連性を調

査する． 

 

３．研究の方法 

 本研究では，最もマザリーズ性が現れる

時期である6ヶ月から12ヶ月齢の子をもつ

日本語話者の父親・母親を対象として実験

を行った．また，外国語話者での指標の解

析のために，イタリア語とドイツ語を母国

語とする母親も対象として実験を行った．

実験は以下の手順で行った． 

a. 読み聞かせの音声収録 

 被験者である父親・母親がその子に対し

て絵本を読み聞かせた音声（対乳児音声）

と，成人に向けて読み聞かせた音声（対成

人音声）を収録した． 

 b. 質問紙の調査 

 被験者の心理状態を調べるために，心理

質問紙（エジンバラ産後うつ病質問票，抑

うつ状態自己評価尺度，Bonding 質問表）

の調査を行った． 

 対乳児音声と対成人音声それぞれのデー

タベースを作成し，データベースの音声か

らMFCC (Mel-Frequency Ceptral Coefficient) 

と呼ばれる音韻的特徴量を抽出し，それを

隠れマルコフモデルによりモデル化するこ

とで対乳児音声と対成人音声の識別モデル

を作成する．そして，評価対象の音声から

MFCCの特徴量を抽出し，対乳児・対成人

音声モデルを用いて，識別率を求めること

で，マザリーズ性を定量的に評価した． 

 被験者の対乳児/対成人収録音声から提

案指標によりマザリーズスコアを求め，さ

らに，その被験者の心理質問紙から産後う

つ病のリスク判定を行い，マザリーズスコ

アと産後うつとの関連を調べる．産後うつ

のリスク判定は，質問紙を用いた産後うつ

のスクリーニング法として一般的に用いら

れているエジンバラ産後うつ病質問表を用

いた． 

 



４．研究成果 

(1) 父親および外国語話者を対象としたマ

ザリーズ性の評価 

 日本語を母語とする父親，およびイタリア

語，ドイツ語をそれぞれ母語とする母親の対

乳児/対成人音声のデータに対して，マザリー

ズ性評価指標を適用した．対乳児音声の識別

率と対成人音声の識別率からマザリーズス

コアを求める．日本語話者の父親，外国語話

者の母親の両方において，対乳児音声と対成

人音声の識別率は高く，マザリーズスコアに

よって定量的にマザリーズ性を評価できる

ことを確認できた（図１）．また，外国語話

者の母親において，音韻的特徴量のみを用い

て対乳児音声と対成人音声との間に有意な

差があることを確認できたことから，ピッチ

や抑揚，話速などの韻律的特徴と同様に，音

韻的特徴の MFCC が日本と異なる文化や言

語でも同様に共通してみられるマザリーズ

の特徴であることを明らかにすることがで

きた．これらのことから言語や性別に関係な

く，汎用性がある評価指標であることが示せ

た． 

 

図 1: 対乳児音声識別率（IDS），対成人音声

識別率（ADS），マザリーズスコア（MLS）

の結果． 

  

(2) マザリーズ性評価指標と産後うつとの

関連性の調査 

 隠れマルコフモデルの出力確率の算出に

混合ガウスモデルを用いる場合とディープ

ニューラルネットワークを用いる場合の二

つの方法を用い，それぞれの方法でマザリー

ズ性の評価を行い，さらに産後うつとの関連

性を調査した． 

 その結果，混合ガウスモデルを用いた手法

の方では，心理質問紙のリスク判定値が高い

被験者において，マザリーズ性の評価指標値

が低い結果となった．つまり，マザリーズ表

出能力の低さと産後うつとの関連性が示さ

れた．一方，ディープニューラルネットワー

クを用いた手法においては，優位な関連性が

示されなかった．この理由として，モデル作

成の際に使用する学習データ数が不足して

いたため識別精度が良くなかった可能性が

ある． 

 以上により，混合ガウスモデルを用いたマ

ザリーズ性定量的評価指標が産後うつの診

断を支援する技術として利用出来る可能性

を示した． 
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